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ナルチゾ神父 

 3月中旬から春が近づいたと身に感じるような天気になりました。 

もうすぐ桜も咲いて、死んでいたように見えた植物も蘇るでしょう。 

 私のことですが今まで砂川と滝川教会の主任と美唄アカシヤ幼稚園の園長をまかせられ 

ていました。しかし 4 月からは砂川と美唄教会の主任とアカシヤ幼稚園の園長になりました。 

滝川教会の主任はマンフレード神父様です。彼は滝川教会に居住します。 

日曜日のごミサは 砂川 9：00  美唄 11：00 です。 

平日のごミサは  砂川  月～金 6：30、土曜日 10：00  美唄 金曜日 10：30  

皆さんのご理解とご協力お願いします。 

 

イースターは、イエス・キリストの復活を記念する復活祭のことです。そして、教会で最も古い祝日です。 

キリストの復活祭が、春に祝われることから“イースター”と呼ばれるようになりました。 

フランス語のパーク、イタリアやスペイン、スウェーデンなどで使われるギリシャ語のパスカはユダヤの

ペサハからきています。これは、「過ぎ越し」の、ギリシャ・ラテン語化されたものです。また、ラテン語の

パスカ（Pascha）の語源は、ヘブライ語の一種でイエスが使われたといわれるアラム語の “Pesach”です。 

キリスト教の最大の祭りは、クリスマスではなくこの復活祭なのです。 

このように決められたのは、325年のニケア公会議においてです。それより以前は、ユダヤ教の過ぎ越しの

祭りとともに祝われてきました。イエスが最後の晩餐（ばんさん）を行ったのが過ぎ越しの祭りのときであ

ったことから、このときに祝われてきたと思われます。 

西方教会は グレゴリオ暦を使っていますが、非西方教会（たとえば、ギリシャ、ロシア教会など）では 

ユリウス暦を用いていますので、カトリック教会とは違った日に復活祭を祝います。 

 

主日ミサの予定 先読は大城さんです。家族のための祈りです。 

 

日 曜 
ミ  サ 

朗読奉仕 その他事項 
主日・祭日 時 間 

１ 日 復 活 の 主 日 午前 10：00 
第 1:吉田 

第 2:三間 

答唱:建部 

共同祈願:大城 
ミサ後、お祝パーティー 

８ 日 復活節第２主日 
（神のいつくしみの主日） 午前 11：００ 

第 1:小川 

第 2:河野 

答唱:大城 

共同祈願:河野 
 

１５ 日 復活節第３主日 午前 11：００ 
第 1:船野 

第 2:小川 

答唱:東 

共同祈願:小川 

ミサ後、 

監査会・運営委員会 

２２ 日 復活節第４主日 午前 11：００ 
第 1:大城 

第 2:坂本 

答唱:三間 

共同祈願:坂本 
世界召命祈願の日 

２９ 日 復活節第５主日 午前 11：００ 
第 1:吉村 

第 2:東 

答唱:建部 

共同祈願:大城 
ミサ後、総会 

       

《 平日のミサ 》 金曜日のみ 午前 10：30 6日、13日、20日、27 日               

《 聖書を親しむ 》 平日のミサ後、旧約聖書をテーマに行います。(予定) 

《ロザリオの祈り》 １８日（水） 午後６：００より 聖堂 

 

 霊名の祝日 清掃当番 

 4/15ルドビーナ― 菅野君子 

4/16ベルナデッタ 大城繁子、佐藤順子 

         世羅雅子、佐藤京子  

【第 2 週】大城 

【第 4 週】小川ますみ・小川知子 

 


